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平成１９年度 臨時全国理事会

会 長 毛 利 和 弘（亜細亜大学・亜細亜大学短期大学部図書館）

事 務 局 島 千 枝 子（国際学院埼玉短期大学附属図書館）

会 計 小 野 恵 子（文化女子大学図書館）

会報＝近畿地区 紀要＝九州地区 研修＝東海北陸地区
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日 時 平成１９年１０月３１日�１３：３０～１７：００

場 所 東京ガーデンパレス

出席者：本 部 亜細亜（毛利）
国際学院（ 島）
文化女子（小野）

地区理事
［北海道］北海道武蔵（木村）
［関東甲信越］東京農業（伊藤）
［東海・北陸］北陸学院（高島）
［近畿］大阪キリスト（岩見）
［中国・四国］松山（高橋）
［九州］精華女子（高橋・福島）

欠 席：地区理事［東北］聖園学園

１．開会の辞

司会 島氏（国際学院）が、議事の進行を
行った。

２．会長挨拶

毛利会長より平成１９年度臨時全国理事会を
開催するにあたっての挨拶があった。

３．平成１９年度 各地区の中間事業報告

各地区理事から、配布資料に基づいて平成
１９年度の会勢や事業の中間報告年度の報告
があった。
�北海道地区
�東北地区（欠席）
�関東甲信越地区

発行者：毛利和弘

発行所：私立短期大学図書館協議会
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�東海・北陸地区
�近畿地区
�中国・四国地区
�九州地区

４．協議事項

１）『短期大学図書館研究』について（紀要）
�四国・中国地区理事から地区協議会の
運営について、四国・中国地区協議会
の運営状態を資料に基づいて検討の提
案があった。
協議の結果は、協議事項４）参照

�『短期大学図書館研究』の賛助会員の
広告掲載及び会費請求について
紀要担当者から、広告掲載のために

賛助会員企業に独自に交渉しなければ
ならないことは、かなりの業務負担と
なっているので改善できないかとの提
案があった。
協議の結果、賛助会員企業について

は、できるだけ担当者ごとに交渉せず、
本部交渉できるものは本部で行い、賛
助会費請求を定型化することとなった。
なお、地元企業については、担当館の
努力にゆだねることとなった。
２７号の当面の対処は、従前どおり年
度始めに、賛助会費を請求するときに
『短期大学図書館研究』の広告欄に名
前が掲載される旨を伝えたうえ、請求
することとなった。以降の号について
は、定型化できる業者については、本
部が行うこととした。

�『紀要』の編纂について
編纂の省力化のためには、編纂マニ

ュアルのようなものが必要ではないか
との提案があった。協議した結果、前
回の理事会で確認された（全国研修会
講演・地区研修・セミナー・報告等、
講師に依頼する時点で原稿化も合わせ

て依頼する、原稿はデジタル資料とし
校正は著者校正とする等、※以下参
照）ことを再確認し、マニュアル原案
を現在の担当者が作成したうえ、会長
に送り、マニュアルを作成することと
なった。
※実務研究や学問の発表の場としての研
究誌である。
※特集テーマを決めず、集まった原稿か
ら考えても良い。
なお、担当者から原稿締め切りが早
すぎるとの指摘があり、検討した結果
下記のように決まった。
投稿申込み締め切り：９月３０日
原稿提出締め切り：１１月３０日
入 稿：翌年１月
刊 行： ３月
投稿：各地区から２名以上の投稿を

出す努力をするがこだわらな
い。

２）本部『会報』について
�担当地区より、第６２号の原稿依頼をメ
ールでも行っている旨の報告があった。
なお、前回理事会で確認された下記
の件についても再確認された。
・編纂省力化 ＭＭ（メールマガジ
ン）化
・内容構成
全国と各地区の会勢・トピックス等
「予告」・「報告」・「記録」
文字情報を中心にしたシンプルなも
の

�加盟館からペーパー（冊子）希望があ
った場合は、プリントアウトし、担当
館が発送することを確認した。

�ＯＧ・ＯＢへの『会報』の送付につい
ては、メーリングでよいか、冊子のほ
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うがよいか希望をうかがうこととした。
扱いは、担当館が行う。

３）ホームページ及びメーリングリストに
ついて
�毛利会長から、資料に基づいて「私立
短期大学図書館協議会メーリングリス
ト運用マニュアル（案）」が提案され
た。協議の結果、追加・修正が以下の
ようになった。
○	原則加盟館以外の方のコピー、転
送することは、禁止とする。

○
他のメールからきたものを転送す
るときは、元のメール先の許諾が
必要である。

○�メールアドレスの変更・転送の時
は、地区理事に連絡し、地区理事
から本部事務局に伝へ、本部事務
局が業者に変更連絡をする。
メーリングリスト運用マニュア

ル（案）を修正後、各地区理事に
電子メールで伝え、期限を設け再
確認することとなった。

�各地区が発行している会報の原稿を協
議会ＨＰに掲載可能か否かについて質
問があり、掲載可能であることが確認
された。

４）地区協議会運営の見直しについて
中国・四国地区から改めて地区協議会

の在り方について提案がなされた。
協議の結果、四国・中国地区協議会の総
会に、以下の内容を提案して承認を受け
てからさらに検討を行っていくことにな
った。
�従前どおり、四国・中国地区とする。
�四国・中国地区を他の地区に吸収合
併し６ブロックにする。
�九州・四国地区と中国地区・近畿

地区にする
具体案：
高知・徳島・香川・岡山・島
根・鳥取は、近畿地区に、愛媛・
広島・山口は九州地区に……

�四国地区と中国・近畿地区に区分し、
６ブロックにする。

５）協議会のあり方
高島理事より、協議会の在り方について
提案があった。
�明確な目標を持った協議会としては
どうか。具体提案として
・全国研修会は、図書館の質を高め
ることを目標にしたテーマで一貫
開催する。
例：利用教育・利用サービスに関
すること

�レファレンスサービスやワーク
ショップなど（過去例：利用教
育のワークショップ、参考業務
と書誌）

・統一テーマであれば、講師の手配
も本部で協力できる。
・会場は、全国のガーデンパレスを
活用する。（開催がしやすくなる）
�検討の結果、できるかぎり提案
に沿って全国研修会を企画する
こととなったが、すでにテーマ
候補が出ているので、再提案し
てみることとなった。

�協議会運営を行うために、常任理事
を置く。
�過去の協議会本部には、常任理事
が複数おり、会報・全国研修会等
を担当していたが、人材登用に無
理があり、関東甲信越地区の幹事
と合同で行うことになった経緯に
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ついて会長から説明があり、結論
は出せなかった。

�幹事校等の当番制については各地区
で内規をつくっておく。
�ない地区に関しては、努力しても
らうこととなった。

６）外部倉庫保管（継続）資料について
本部から、業者（カルチャージャパン）
の保管状態の説明があった。協議の結果、
以下のようになった。
・同じ資料の保管については、５冊くら
いを保管分とし、ほかは、希望者に配
るかまたは廃棄する。

・全国研修会等で利用希望者に配布する。
・私立短期大学図書館総覧（１９９６年）は
全国研修会を待たずに５冊くらい残し
て廃棄とする。

事 務 局 報 告
〈会 勢〉 平成１９年１２月１０日現在
北海道地区１３、東北地区１７、関東甲信越地区
７２、東海・北陸地区２３、近畿地区４２、中国・
四国地区１７、九州地区２１

合計 ２０５館

〈加盟館〉

ヤマザキ動物介護短期大学図書情報センター
（関東甲信越地区）

〈会 議〉

平成１９年度臨時全国理事会

日 時：平成１９年１０月３１日�
場 所：東京ガーデンパレス
出席者：
本部 会長
毛利 和弘
（亜細亜大学・亜細亜大学短期大学部図書館）
本部事務局

島 千枝子
（国際学院埼玉短期大学附属図書館）
本部会計
小野 恵子（文化女子大学図書館）
北海道地区
木村 修一
（北海道武蔵女子短期大学図書館）
関東甲信越地区
伊藤 富士子（東京農業大学図書館）
東海・北陸地区
高島 涼子（館長）
（北陸学院短期大学ヘッセル記念図書館）
近畿地区
岩見 朗代
（大阪キリスト教短期大学図書館）
中国・四国地区
高橋 尚美（松山短期大学図書館）
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九州地区
高橋 哲郎（館長）

（精華女子短期大学附属図書館）
福島 裕子

（精華女子短期大学附属図書館）

議 事：

１．報告事項
１）各地区の中間事業報告
（各地区理事：資料参照）
�北海道地区
�東北地区（欠席）
�関東甲信越地区
�東海・北陸地区
�近畿地区
�中国・四国地区
�九州地区

２．協議事項
１）『短期大学図書館研究』について
（紀要）

２）本部『会報』について
３）ホームページ及びメーリングリストに
ついて

４）その他

〈会 議〉

平成１９年度業務担当者連絡会議

日 時：平成１９年１２月１３日～１４日�
場 所：東京ガーデンパレス
出席者：
本部 会長
毛利 和弘（亜細亜大学図書館）

本部事務局
島 千枝子

（国際学院埼玉短期大学附属図書館）
本部会計
小野 恵子（文化女子大学図書館）

会報担当［No．６１～No．６４］近畿地区
森宗 麗子
（大阪薫英女子短期大学図書館）
紀要担当［No．２７］九州地区
福島 裕子
（精華女子短期大学附属図書館）
紀要担当［No．２８］九州地区
西 眞知子
（鹿児島純心女子短期大学図書館）
研修担当［平成２０年度］東海・北陸地区
鈴木 明日香（名古屋短期大学図書館）

議 事：

１．出席者自己紹介
２．報告事項
１）会勢
２）平成１９年度中間会計報告

３．協議事項
１）会報について
２）紀要について
３）全国研修会について
４）その他

〈今後の予定〉
○平成２０年度全国理事会及び総会
開催予定：平成２０年５月２２日～２３日�
会場予定：日本図書館協会会議室

〈本部役員会記録〉
この会議は、関東甲信越地区協議会幹事会と
同日開催。
第１回 平成１９年５月１８日�

会場：東京ガーデンパレス
第２回 平成１９年７月１０日�

会場：東京農業大学図書館
第３回 平成１９年８月８日�

会場：東京農業大学図書館
第４回 平成１９年９月２７日

会場：東京農業大学図書館
第５回 平成１９年１１月１６日�
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会場：東京農業大学図書館
第６回 平成２０年１月１０日

会場：東京農業大学図書館
第７回 平成２０年３月 開催予定

地区活動報告

〈北海道地区〉

１．第２回役員会（紙上）

日 程：平成１９年７月２日�～６日�
内 容：平成１９年度地区研修会骨子（案）

について審議した。各役員館宛メ
ールを送信、研修会骨子（案）に
ついての意見・修正案等を聞く。

２．平成１９年度研修会報告

日 程：平成１９年８月２９日�
会 場：北海道武蔵女子短期大学附属図書

館
参加者：３０名（加盟館９館１３名 大学図書

館４館８名 専門図書館６館９名）
交通費の補助：
札幌市以外から参加する加盟館には、Ｊ
Ｒ往復料金（特急券含む）を１名に限り
支給した。（昨年と同様）

テーマ：
「図書館員の専門性を高める経営戦略～
図書館利用教育の指導法と指導教材の研
究」
「図書館員の専門性を高める経営戦略」
を平成１９年度と平成２０年度の統一テーマ
に据えて北海道地区短期大学図書館員の
専門性向上の足がかりとなる研修プログ
ラムを組む。平成１９年度は図書館利用教
育の「指導法」に焦点を当て、各館の事
例や教材に学びながら、指導サービス担

当者にふさわしい指導技法の習得を目指
す。「研修会要項」は他組織（私立大学
図書館の幹事館、専門図書館、高校図書
館事務局）にも案内した。

内 容：
�基調講演「学校図書館における情報リ
テラシー能力の育成とパスファインダ
ーの活用」
成田康子氏（札幌月寒高等学校）、
山家亜紀子氏（札幌静修高等学校）
両氏は石狩管内高等学校図書館司書
業務担当者研究会（司短研）設立時か
らのメンバー。今年、「組織的な研究
活動による基礎的実務能力と専門的知
識の獲得及び“パスファインダー”に
よるメディア活用能力の育成、図書館
利用指導の実践」が評価され、第３７回
「学校図書館賞」を受賞した。

�指導サービスの事例報告とデモンスト
レーション
図書館オリエンテーション、図書館
ツアー、ゼミ向けガイダンスなどの実
践から、指導法のポイントや練習問題、
指導教材などを切り出して、その一部
を実演した。
�ア幼児教育学科１年を対象とした文献
探索講座（事例報告）

（釧路短期大学）
�イ文献調査をするには～レポート・論
文作成のための情報収集

（拓殖大学北海道短期大学）
�ウ図書館ツアーでのＯＰＡＣ検索指導

（北海道武蔵女子短期大学）
�エ専門ゼミ向け情報探索講座の動機付
けを高める指導展開～“情報を探す
三つの方法”を用いて

（北海道武蔵女子短期大学）
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３．第４９回北海道図書館大会

日 程：平成１９年９月４日�～５日�
場 所：ホテルライフォート札幌
主 催：北海道立図書館、北海道図書館連

絡会議
内 容：二日目の〈情報交換〉にて、「私

立短期大学図書館の動き」と題し
て北海道地区事務局担当の木村か
ら発表した。読書ニーズを掘り起
こす「読書支援」に取り組む図書
館が出てきたこと、学生による図
書委員や図書館ボランティアを組
織して図書館サービスに対する相
乗効果を生み出す試みがなされて
いることなどについて情報を提供
した。

［北海道地区］

〈東 北 地 区〉

平成１９年度 東北地区協議会総会・研修会

日 時 平成１９年１０月１９日�
１３：００～１６：４０

場 所 ホテルメトロポリタン秋田
４階「けやき」の間

参加者 １０館 １７名 委任状提出 ７館

１．総 会

議 題：�平成１８年度活動報告
�平成１８年度決算報告
�平成１８年度監査報告
�平成１９年度事業計画・予算
�平成１９年度全国理事会報告
�平成１９年度全国総会・３０周年記
念式典報告

�その他：東北地区次期理事館等
の確認など

２．研修会

テーマ：情報デザイン発想で図書館を変え
る ―コミュニティの視点からの
実践と考察

講 師：渡辺 保史（わたなべ・やすし）

［東北地区］
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〈関東・甲信越地区〉

１．幹事会

�平成１９年第２回合同幹事会
日 時：平成１９年７月１０日�

１４：００～１７：００
場 所：東京農業大学図書館
議 事：
・平成１９年地区研修会について
・ホームページ作成について
・地区理事からの質問状について

�平成１９年第３回合同幹事会
日 時：平成１９年８月８日�

１４：００～１７：００
場 所：東京農業大学図書館
議 事：
・平成１９年地区研修会について
・ホームページ作成について

�平成１９年第４回合同幹事会
日 時：平成１９年９月２７日

１４：００～１７：００
場 所：東京農業大学図書館
議 事：
・平成１９年地区研修会について
・ホームページ作成について
・次期幹事校選出について

�平成１９年第５回合同幹事会
日 時：平成１９年１１月１６日�

１４：００～１７：００
場 所：東京農業大学図書館
議 事：
・平成２０、２１年度担当幹事館業務役割
分担

・ホームページ作成、メーリングリス
ト運営について

・会報について

会報４３号の発行
平成１９年９月２０日発行
総会報告、研修会開催案内他

２．研修会開催

日 時：平成１９年１０月１９日�
場 所：東京ガーデンパレス
テーマ：「認証評価時代の一般開放に

ついて考える」
講 演：
�加藤 好郎氏（慶應義塾大学）
「これからの大学図書館経営とは

―一般公開の視点から」
�瀬沼 克彰氏

（全日本大学開放推進機構）
「社会貢献としての大学開放」

�富田 健市氏（筑波大学）
「国大から見た図書館の一般開放と

情報公開法」
参加者：４０名

講演内容：
�「これからの大学図書館経営とは

―一般公開の視点から―」
１．大学の使命、私立大学の現状
２．認証評価とは
３．大学（図書館）評価いろいろ
４．大学図書館の一般公開（賛成論，
反対論）
５．米国の大学図書館の一般公開の現
状
６．日本の大学図書館における一般公
開のメリット
７．慶応義塾図書館１９９０年代の改革
８．大学図書館が抱えている問題
９．大学図書館改革７つの戦略
１０．図書館経営の基本原則
１１．慶応義塾の社会貢献
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�「社会貢献としての大学開放」
１．社会貢献活動
＊欧米の場合
＊日本の場合

２．公開講座の発展段階
＊公開講座の発展段階
＊日本の公開講座の発展段階

３．ハードウェアの改革
＊サテライト教室の開設
＊ハードの問題点

４．ソフト面の改革
＊管理運営対策
＊講座の企画
＊受講者の募集、広報、宣伝
＊運営

５．大学の地域貢献と生涯学習
＊地域貢献の遅れ
＊施設の開放
＊人材の派遣、育成
＊機会、事業提供
＊これからの対応

参考資料…
�アメリカの最新動向
�新しい学びの世界 生涯学習１０
年／下 望ましい未来は…行政
と民間、関連して

（９８．０８．２９毎日新聞朝刊）
�各種審議会答申等における大学
開放の推進に関する提言等

（抜粋）

�「国大から見た図書館の一般開放と
情報公開法」

１．情報公開法以前の一般開放への取
組み
＊大学図書館職員長期研修講義要綱
から

２．情報公開法

３．情報公開法への対応（平成１３年）
４．情報公開法への対応（再編、統合）
５．情報公開法への対応（法人化）
６．中期目標・中期計画
７．大学評価と社会連携

［関東・甲信越地区］

〈東海・北陸地区〉

平成１９年度総大会・情報交換会・研修会

《総大会》

日 時：平成１９年９月２７日
１３：３０～１６：５０

場 所：金沢全日空ホテル
出 席：１３館 １７名

（委任状提出館：１０館）
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〈総 会〉
議 題：�東海・北陸地区加盟館の現状

�平成１９年度役員校紹介
�平成１８年度事業報告
�平成１８年度決算報告
�監査報告
�平成１９年度事業計画（案）に
ついて

�平成１９年度収支予算（案）に
ついて

�会長校輪番について
�幹事校輪番について
�平成２０年度会長校および地区
幹事校の確認

�全国研修会について
�『短期大学図書館研究』に関
する当地区提案への本部回答
報告

�各館の現状報告
�平成２０年度会長校挨拶
［中日本自動車短期大学］

〈講演会〉
演 題：「短期大学図書館サービスの

課題」
講 師：高島涼子氏

（北陸学院短期大学教授・
へッセル記念図書館長）

《情報交換会》

日 時：平成１９年９月２７日
１７：００～１９：００

場 所：金沢全日空ホテル
出 席：１２館 １６名

《研修会》

日 時：平成１９年９月２８日�
９：４５～１４：３０

場 所：金沢２１世紀美術館
出 席：１２館 １６名

〈施設見学〉
金沢２１世紀美術館
アートライブラリー、研究資料室ほか

〈講 演〉
演 題：「美術館が街を変える」
講 師：蓑 豊氏

（金沢２１世紀美術館特任館長）

〈見 学〉
パッション・コンプレックス展

［東海・北陸地区］
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平成１９年度第２回幹事会

日 時：平成１９年１１月１６日�
１２：００～１４：００

場 所：アパホテル 金沢駅前
出 席：５館 ８名
議 題：�臨時全国理事会報告

�平成１９年度総大会・研修会反省に
ついて

�平成２０年度役員校について
�平成２０年度総大会・研修会実施に
ついて

�平成２０年度全国研修会について
�その他

〈近 畿 地 区〉

１．研修会

�平成１９年度 第２回
日 時：平成１９年８月２８日�

１３：３０～（自由解散）
場 所：国立国会図書館関西館
出席者：１６館（近畿地区１５館と他地区１

館）２３名
内 容：見学研修

［近畿地区］

�平成１９年度 第３回
日 時：平成１９年１１月２１日�

９：３０～１７：３０
２２日 ９：３０～１６：４５

場 所：大阪市立大学学術情報総合セン
ター（杉本キャンパス）

出席者：８館 ８名
内 容：大学図書館近畿

イニシアティブ中級研修
テーマ：大学図書館における広報戦略と

情報発信―ホームページ、広報
誌、利用案内…あなたの図書館
は大丈夫ですか？

〈一日目〉
講演１：『図書館の広報戦略―「ター

ゲットをしぼる！」と「広く
ゆるやかに」の共存―』

講 師：木下 みゆき
（大阪府立女性総合センター）

講演２：『司書職サバイバルのための
イメージ戦略―専門性を訴求
する５つのポイント―』

講 師：仁上 幸治
（早稲田大学図書館）
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講演３：『図書館広報とインターネッ
ト―CA Portalの事例を中心に
―』

講 師：村上 浩介
（国立国会図書館関西館）

パネルトーク：
『大学図書館における広報戦略と情
報発信の新たな展開』

コーディネーター：
大島 英穂（立命館大学図書館）

パネリスト：
木下みゆき、仁上幸治、村上浩介

見学会：大阪市立大学学術情報総合セ
ンター

〈二日目〉
事例報告１：『館報等広報誌』
報告者：
飯島 祐子（神戸市外国語大学学術
情報センター）

事例報告２：『利用ガイド』
報告者：
吉田 弘子（京都大学人間・環境学
研究科総合人間学部図書館）

事例報告３：『ホームページ』
報告者：
高井 響（立命館大学図書館）

講 義：『コミュニケーションのため
の伝える技術』

講 師：池田定博（株式会社電通）
班別演習：
池田定博、高木大輔（株式会社電通）

２．幹事会

�平成１９年度 第２回
日 時：平成１９年７月２３日�
場 所：大阪キリスト教短期大学図書館
出席者：４館 ４名
議 題：・第二回研修会について

・臨時全国理事会について
・加盟館名簿について
・交通費の変更について
・物品購入について
・輪番制について
・その他

�平成１９年度 第３回
日 時：平成１９年８月２８日�
場 所：国立国会図書館関西館
参加者：４館 ４名
議 題：・第二回研修会について

�平成１９年度 第４回
日 時：平成１９年１０月３０日�
場 所：大阪キリスト教短期大学図書館
参加者：４館 ５名
議 題：・第三回研修会について

・臨時全国理事会について
・来年度の計画について
・輪番制について
・その他
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〈中国・四国地区〉

１．２００７年度全国理事会・総会・

３０周年記念式典

日 時：２００７年５月１７日～１８日�
１３：３０～１７：００

場 所：東京ガーデンパレス
出席者：地区理事（全国理事会のみ）・

事務担当者 計２名

２．２００７年度地区協議会第１回役員会

日 時：２００７年６月１日�
１６：００～１７：００

場 所：松山短期大学図書館
議 題：�２００６（平成１８）年度事業報告

�２００６（平成１８）年度決算報告・
監査報告

�２００７（平成１９）年度事業計画
（案）

�２００７（平成１９）年度予算（案）
�役員校のローテーションについ
て

出席者：会長館５名、幹事館１名、監査館
１名

３．私立短期大学図書館協議会中国・四国地

区の役員校についてアンケート依頼

２００７年６月５日付

４．２００７年度地区協議会第２回役員会

日 時：２００７年１０月１１日
１１：００～１１：３０

場 所：聖カタリナ大学短期大学部
附属図書館

議 題：�第２２回地区協議会総会・研修会
の最終確認について

�その他

出席者：会長館５名、幹事館１名、監査館
１名

５．第２２回地区協議会総会・研修会

�総 会
日 時：２００７年１０月１１日

１３：００～１７：４５
場 所：聖カタリナ大学社会福祉学部

１号館４階 １４２番講義室
出席者：１２館 １８名
議 題：�２００６（平成１８）年度事業報告

�２００６（平成１８）年度決算報告・
監査報告

�２００７（平成１９）年度事業計画
（案）

�２００７（平成１９）年度予算（案）
�役員校のローテーションにつ
いて

�研修会
研修会１：講演
講 師：玉井 建三氏

（聖カタリナ大学社会福祉学
部教授）

テ ー マ：「日本の地域設定と地名」
研修会２：見学研修

（於：聖カタリナホール）
講 師：西山 洋美氏

（聖カタリナ大学短期大学部
教授）

テ ー マ：パイプオルガン小演奏会とパ
イプオルガンの構造について
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�見学会
日 時：２００７年１０月１２日�

９：００～１２：００
見学会出席者：１０名
見学先：�松山城

�坂の上の雲ミュージアム
�万翆荘・愚陀仏庵

［中国・四国地区］

６．２００７年度臨時全国理事会

日 時：２００７年１０月３１日�
１３：３０～１７：００

場 所：東京ガーデンパレス
出席者：事務担当者 １名出席

７．２００７年度地区協議会第３回役員会

日 時：２００８年３月中旬（予定）
場 所：松山短期大学図書館
議 題：�２００７（平成１９）年度事業報告（案）

�２００７（平成１９）年度決算報告・
監査報告（案）

�次期役員校への引継ぎ事項の確
認について

８．「私短図中・四国ニュース」の発行

（予定）

第３１号・３２号合併号
２００８年３月下旬発行（予定）

〈九 州 地 区〉

平成１９年度夏期研修会

日 時：平成１９年８月３日�
場 所：クローバープラザ
参 加：１３館 １６名
研修内容：
第１部
講 演：『短期大学女子のメンタルヘル

スと読書』
講 師：廣 梅芳

（臨床心理士・心理学博士）
（論稿は、「短期大学図書館研
究」第２７号に掲載）

第２部
図書館業務に関する取り組みと課題
（フリーディスカッション）
各テーマについてざっくばらんな雰囲
気の中で、各館の工夫を凝らした取り組
みの実践報告が行われた。

１．利用促進について

・アンケート調査で利用者のニーズを把握
し対処
・学生の委員による推薦図書、コーナー作
り
・図書返却時に抽選（利用促進と延滞防止
対策）
・レファレンスツールを利用した課題クイ
ズ（司書が指導、景品付き）
・教員に協力を要請しレポート課題提出
・資料のディスプレイを工夫
・教員からの起案資料を受け入れ後連絡し
学生への紹介を依頼
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２．利用者のマナーについて

・書き込みなどは返却時に確認しその場で
注意。延滞時のペナルティは延滞１～３
日で１０分間、３日から１週間で２０分間の
図書館掃除を科す。

・各学科の図書委員の教員を通じてアドバ
イザーに指導を依頼。

３．広報活動について

・図書館だよりの発行
・学生による委員会活動、ボランティア活
動（アンケート調査・図書館だより原稿
募集および配布・館内清掃・展示・遡及
入力など）

４．第三者評価対策について

・評価基準項目を年度目標に取り入れ目標
達成に取り組んでいった結果、自ずと達
成できた。

・学生に対する利用者サービスについての
取り組みをアピールする。

・現状をありのままに報告し、課題に対す
る今後の改善策を具体化して提示する。

・評価委員に対しての説明は、基本的には
館長がおこなうが、必要な場合は司書が
補足する。

５．他大学・機関の紀要の保管期間について

・すべて保管している。受入後１０年のもの
は段ボール箱で保管（２０００年）。１９９９年
以降のものは配架。
・数年前に紀要を全部廃棄した。紀要の受
け入れもストップ。
・２０００年に１０年保存を決定し全廃の予定。

［九州地区］
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編編 集集 後後 記記

平平成成２２００年年度度全全国国研研修修会会のの
おお 知知 らら せせ

平成２０年度全国研修会の開催日時・場所が
決定しましたのでお知らせさせていただきま
す。現場の経験も豊富で気さくな講師ととも
に日頃気になっている問題を話しあいましょ
う。

平成２０年度全国研修会

日時 平成２０年９月４日�・５日�
場所 名古屋ガーデンパレス

統一テーマ

「これからどうする―

図書館の気がかりな問題を考えよう―」

平成２０年度全国研修会プログラム（案）

尚、二日目に予定しております分科会は皆
さんのご要望に応じ内容を決定したいと思っ
ております。ご要望がございましたら下記の
問い合わせ先までご連絡くださいませ。

問い合わせ先 研修会担当……………………

桜花学園大学保育学部名古屋短期大学図書館
鈴木 (suzuki@nagoyacollege.ac.jp)
〒４７０―１１９３ 愛知県豊明市栄町武侍４８
TEL０５６２―９７―１７２５ FAX０５６２―９７―１７０３

◆今号は、臨時全国理事会の議事録を中心に、
各地区の活動報告を掲載しました。どの地区
も活発な活動が行われており、短大図書館に
かける熱意が伝わってきます。臨時全国理事
会では、短大図書館にとって逆風である現状
を踏まえた率直的な意見が交わされ、できる
だけ加盟館、担当館の負担が軽減されるよう
協議されている様子が感じられました。
さて、次号からはいよいよメールマガジン
での発行となります。お気づきの点やご意見
等ありましたら、何でも結構ですのでお寄せ
下さい。皆さんの寄稿をお待ちしております。

（山田 library@s―bunkyo.ac.jp)
◇会報第６２号をお届けすることができました。
作成にあたり事務局、各地区会長館、諸担当
の皆様にはご協力いただきまして誠にありが
とうございました。６２号は臨時全国理事会記
事録を中心に、各地区活動報告を掲載しまし
た。各地区では充実した活動が行われている
のを実感しました。次号よりメールマガジン
での発行を予定しております。今後とも皆様
に全国と各地区の動きをお伝えしていきたい
と思っております。ご意見等ございましたら
お気軽にお寄せください。

（森宗 r―morimune@kun.ohs.ac.jp)

第１日目 内 容

１２：３０～
１３：００～
１３：２０～

１５：００～
１５：２０～

１７：００～
１７：３０～
１９：３０

受付
開会式
講演� 地震災害と図書館
講演者：川口 淳氏
休憩
講演� 短期大学図書館の展望
講演者：高島 涼子氏
委員長挨拶・連絡事項
情報交換会
終了予定

第２日目 内 容

９：００～
９：３０～

１２：００
１３：３０～

１５：００

受付
分科会�
分科会�
昼食会（地下食堂）
見学会（徳川美術館・蓬左文庫・
徳川園）バスで移動
解散
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